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第 2 代 理 事

















































小 腸 の 人 原 農 業 研 究 所
現 在 の 図 書 館 後方右は旧書私 左は新書庫,前方は閲覧室
中 期 の 大 原 農 業 研 究 所 配 置 図
A 種 芸 部 I, 図 書 館
B 化 学 部 M 温室,ガラス室
C 病 理 部 N 事 務 室
D 昆 虫 部 0 宿 舎
Ⅹ 農業経営部 Q 収 納 舎
S 物 置 ,1 植 物 園
T 機 械 室 _･=':･畑
U ク ラ ブ .よし水 田
㌔d果 樹 園


























Ⅱ.寄 付 行 為
Ⅱ.経 営 状 況
Ⅳ.研 究 活 動
Ⅴ.農業講習所,農学講演会および講習会





























昭 和 35年 3月
大 原 総 一 郎
財団法人大原農業研究所史

























昭 和 35年 12月
西 門 義
高 橋 隆 平















































































第 1章 目 的
第 1条 本会は農事に関する学術の研究及び農事の改善を目的とす
第 2章 名 称
第 2粂 本会を財団法人大原奨農会 と称す
第 3章 事 務 所
第 3条 本会は事務所を岡山県都窪郡倉敷町 229番地に置 く







宅地 3,822坪 1合 5勺
原野 2畝18歩
木造瓦葺平屋 9棟
此 建 坪 363坪 2合 5勺
木造瓦葺平屋 8棟 此建坪 173坪
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鉄骨金網室 2棟 此建坪 48秤








第 5章 役 員







第 8条 理事は設立者之に当る 死亡其他の事故により欠員となりたる
ときは評議員会に於て之を選任す
第 9条 理事疾病其他の事故に依 り会務を執る能はざる場合は評議員中
より代理々事を互選するものとす













第 6章 事 業





第 7章 会 計
第17条 会計年度は4月1日に始 り翌年 3月31日に終る
理事は年度開始前に予算を定め又其年度後 1ケ月内に前年度の
決算を了し監事に報告し其承認を受くべきものとす






第 9茸 附 則
第 20条 本寄附行為は評議員会の決議及理事の同意に依 り主務官庁の認
可を得て之を変更することを得
但し其 目的を変更することを得ず
昭和 4年大原奨度会創立 15周年を記念し, 研究事業の拡大強化を意図
され,次の寄附行為の如 く,大原奨農会の名称を大原農業研究所に変え,
事業 首的を研究事業に一本化し, かつ,経費充足の目的で新たに田畑 100
町歩を追加寄附された｡条文は次の如 くである｡
財団法人大原農業研究所寄附行為
第 1章 日 的
第 1粂 本所は農事に関する学術の研究及び農事の改善を目的とす
第 2茸 名 称
第 2条 本所は財団法人大原農業研究所 と称す
第 3茸 事 務 所
第 3条 本所は事務所を倉敷市に置 く





畑 3町 2反 8畝10歩
宅 地 5,081坪 9勺
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原 野 6畝12歩
用 水 路 1畝15歩 5合








1棟 此建坪 31坪 1合 5勺
20棟 此建坪 509坪 1合 6勺
11棟 此建坪 211坪 5合 5勺






第 6条 本所の資産は理事之を管理す 但し資産管理の方法は評議員会
の決議を経て別に之を定む
第 5章 役















第 9条 理事疾病其他の事散に依 り所務を執る能はざる場合は評議員中
より代理々事を互選するものとす
第 10条 評議員は設立者之を選定す 死亡其他の事故に依 り欠員を生じ
たるときは評議員会に於て之を選任し理事の承認を経るものと
す









第 6章 事 業






第 7章 会 計
第17条 会計年度は毎年 4月1日に始 り翌年 3月31日に終る理事は年
度開始前に予算を定め其年度終了後 1ケ月内に前年度の決算を
了し監事に報告し其承認を受 くべきものとす






第 9 章 附 則




















































理 事 大原孫三郎 (1914-43) 大原総一郎 (1943-52)
近藤万太郎 (1929-46) 西門 義一 (1948-52)
















































財 産 目 録
目 摩 年7酎 昭管 年3皆 目
?
機 械, 什 器
水 道,ガ ス 設 備
図 書
基 本 預 金
仮 払 金
未 収 入 金
当 座 預 金
振 替 貯 金
現 金
有 価 証 券





















































































































池上耕平 (1915-20), 野口保橘 (1919-22), 岡村 保 (1922-39),
藤本隅太 (1923-27),久宗 壮 (1925--29)
そ の 他





























近藤万太郎 (1929-41),岡村 保 (1938-39),本庄益雄 (1939-41),
高橋隆平 (1939-41)
助 手
岡村 保 (1929-38), 笠原安夫 (1929-34), 一色重夫 (193ひ-35),
中沢 敏 (1933-38), 寺坂情視 (1934-37), 高橋隆平 (1935-39),

































近藤万太郎 (1941-46),高橋隆平 (1941-52),笠原安夫 (1949-52),
貝原弘道 (1949-51)
研究員補
徳田 巌 (1943-47),片山(杉本)辛 (1943-46),小河原公司 (1945-47),
笠原安夫 (1946-49),貝原弘道 (1947-49)
助 手
笠原安夫 (1938-46),岡 彦- (1940-42),海野元太郎 (1941-43),
貝原弘道 (1942-47),渡辺行弘 (1942-47),水田鉄雄 (1943-45),梶
野弥寿夫 (1943-47),林(山本)二郎 (1944-52),山崎寿賀 (1941-45),
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秋田史郎 (1944-46), 丸橋 渡 (1948-50), 池田正枝 (1947-52),



























小野寺伊勢之助 (1914-20),大杉 繁 (1914-23),山本 亮 (1916-18),
宗定暫二 (192ひ-21)
助 手










































荒川左千代 (1924-32),細田克巳 (1924-26),松浦 茸 (1926-36),
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山本快二 (1941143),小林 隆 (1946-48),武田 晃 (1947-48),≡
宅 博 (1949-50),石井 葉 (1948-52),大森常代 (1948-52),内田
紬 (1948-52),浦上佳子 (1947-52),岡本賢一 (1951-52),
二島 哲,井手ナオ,渡辺忠義
そ の 他
岡本賢一 (1943-46),浦上桂子 (1944-47),宗沢 弘 (1947-49),
高見勝友,守安美津子,中野寛子,渡部みさを,佐伯妙子



















































































































宮脇雪夫 (1941-46), 日浦運治 (1943-47), 大島俊市 (1943-47),






































































































土屋 孝 (1941-43),深谷昌次 (1943-50)
助 手



























川又綾之助 (1914-16),幸田 久 (1916･-24),小山益太 (1914-24),
大久保重五郎 (1914-24)
助 手
水河車爾 (1918-20),杉田重雄 (1918-22),山本佳成 (1922-24)
そ の 他































































芸岩 芸≡ 信 :4'.≡:;;
山本 亮














































































































































換業務は 図書館の充実に 大きな力となったことはい うまでもない｡ これ




カ ナ ダ (13)
アル ゼ ソチ ソ (ll)
メ キ シ コ (2)
- ル ー (1)
中 華 民 国 (3)
マ ラ イ (4)





? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ?? ? ?
ベ ル ギ ー (13)
英 国 (47)
フイ ソ ラ ソ ド (9)
東 西 ド イ ツ (6)
オ ラ ソ ダ (18)
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米 国 (360)
キ ュ ー バ (2)
ブ ラ ジ ル (ll)
コ ロ ソ ビ ア (1)
ス リ ナ ム (2)
イ ソ ド (15)
イソ ドネ シ ア (7)
タ イ (1)
ニューギ ニ ア (1)
エ ジ プ ト (3)
マダ カ ス カル (1)
オー ス トリア (ll)
デ ン マ ー ク (8)
エ ス ト ニ ア (2)
フ ラ ン′ ス
ギ リ シ ャ
- ソ ガ リ ー
? ? ?? ー ?? ? ??
?
イ タ リ ア (39)
ノー ル ウ エ ー (4)
ポ ル ト ガ ル (5)
ス エ ー デ ソ (19)
ス イ ス (14)
ラ ト ヴ ィ ア (2)
ポ ー ラ ソ ド (31)
ル ー マ ニ ア (3)
ス ペ イ. ソ (9)
ト ル コ (1)
チ ェッコスログァキヤ (23) ユ-ゴ-スラグ ィア (4)






和 漢 書 9,006














ペ ッファー文庫 (書籍,雑誌,別刷をふくむ) 11,730冊
漢 籍 4,884冊



















































資 産 総 額 計
基 本 財 産
土 地
基 本 金




理事長 大原総一郎 (1957- )
理 事
(兼評議員) 西門 義一 (1957- )
原 澄治 (1957- )
清水 多栄 (1957-58)
監 事 豊島 武治 (1957- )









高橋 隆平 (1957- )
小林 純 (1957- )
杉山 孝平 (1959- )






昭和35年 (1960)微細気象部が 新設され, 現在6研究部門1事務部の下
に研究活動が続けられている｡ その概略を示すと次のようである｡
所 長 杉 山 章 平
(事務部) 事 務 長 小 坂 啓 二,庶務係長 岡 本 芳 郎
会計係長 長 尾 吉 男,図書係長 高 橋 良 平
植物病理部 作物の病原菌およびバイラス防除の基礎的研究,作物
耐病性の研究
教授 日浦 運 治,助教授 井 上 忠 男,助手 都 田 英 雄
助手 井 上 威 信
害 虫 部 農業害虫の防除に関する基礎的研究
教授 杉 山 孝 平,助教授 安 江 安 富,助手 松 本 義 明
助手 河 田 和 雄
作物生理部 栄養生理,作物栽培環境の研究
教授 小 林 締,助教授 笠 原 安 夫,助手 完 金 章
助手 森 次 益 三
作物遺伝部 作物の遺伝および育種の基礎的研究,品種の分化研究
教授 高 橋 隆 平,助教授 安 田 昭 三,助手 林 二 郎
生 物 化 郡 酵素,植物ホルモンならびに防除化学の研究
教授 小沢澗二郎,助 手 岡 本 賢 一,助 手 鈴 木 幸 雄
微細気象部 微細気象の基礎的ならびに実際的研究,植物気候の研究
教授 高 須 謙 一,助手 山 口信 之
- 51-





















1. 種 芸 部 業 績













高 橋 隆 平.1938.小麦粒の後熱に関する2,3の実験.農学研究29.
-一 .1938.紫雲英硬実の吸水膨脹と温度との関係.農学研究30.
近藤万太郎,笠 原 安 夫.1939.小麦, 大麦のフェノ-ル着色の原因並びに′ミラク
レゾール,ペソヂソ等の着色反応に就きて.農学研究31.
----- ,一～ - -.1939.フェノール着色と大麦の品種鑑識.農学研究31.
--I- -,(高橋隆平,寺坂備視,笠原安夫).1941-'44.林木種子の貯蔵試験,
I-班.農学研究32-36.
- - - ,笠原安夫.1941.雑草種子の発芽の研究,Ⅰ-Ⅱ.農学研究32.
---- ,(笠原安夫,海野元太郎).1941-'42.米の品種鑑識の研究,Ⅰ-1町.
農学研究32-34.
寺 坂 借 視.1941.腔の位置異常なる米に就きて.農学研究32.
近藤万太郎,笠 原 安 夫.1942.チロシソによる小麦の品種鑑識.農学研究34.
笠 原 安 夫.1944.種実の発芽促進及び抑制に関する物質に就いての実験的研免
Ⅰ.農学研究36.
---- - ,秋 田 史郎.1948.神樹種実の発芽促進に就きて.農学研究37.






















































































































近藤万太郎,高 橋 隆平,寺 坂 備 視.1939.白米及び7分損米の貯蔵並びに缶,
俵装,防湿紙袋等の貯蔵効果に関する試験.農学研究31.







- ,岡 彦 -.1943.小麦粉の貯蔵試験.農学研究35.






- - .1947.米穀の低温長期貯蔵試験 (11カ年貯蔵).農学研究37.
- ,貝原 弘道.1948.玉局黍,裸麦,小麦及び玄米の貯蔵力の比較に就
いて.農学研究37.











ii.穀 物 の 性 状
近藤万太郎.1918.玄米品負論.農学講演集1.
岡 村 保.1927J35.茶米に就きての研究,tTIX.農学研究10-25.























本 庄 益 雄.1941-'42.小麦の検査等級と品質との関係,Ⅰ-Ⅱ.農学研究32-33.
- ----冊.1941.2カ年間貯蔵したる小麦粉の品質に就いて.農学研究32.




本 庄 益 雄.1942.小麦の晶質に関する統計的研究.農学研究33.
近藤万太郎,海野元太郎.1942.微米に関する研究,Ⅰ.農学研究34.
岡 彦 -.1942.紫外線による穀物の蛍光の研究,I-Ⅱ.農学研究33.
近藤万太郎,海野元太郎,渡 辺 行 弘.1943.冷害米の品質に関する研究. 農学研
究35.
.1943.浸水腐敗米に関する研究.鼻学 研




















iv. 育 種 遺 伝
山 口弥 輔.1920.遺伝の実験的研究に就いて.農学講演集 2.
近藤万太郎.1922.作物育種汎論.農学講演集 4.
山 口弥 輔.1926.実験遺伝学より見たる稲の形質.農学研究 9.
大原農業研究所種芸部.1927.蘭の育種方法に就きての実験.農業研究11.
-- - --,1927.水稲の空の遺伝実験.農学研究11.
岡 村 保,久 宗 壮.1927.大麻の雌雄と種子との関係に就きて.農学研究10･
藤 木 隅 太.1927.水稲の新種育成特に吉神種に就きて.農学研究10.
---.1927.時型稲の一例曲玉稲及び類似稲につきて.農学研究11.
近藤万太郎,藤 本 隅 太.1927.不稔稲のべヂグリー栽培の結果に就きて. 農学研




久 宗 壮.1930.縞稲の連続越年株より現わるる自首, 縞稲及び緑稲の歩合に就
きて.農学研究15.
近藤万太郎,一 色 重 夫.1933J35.水稲品種の圃場収量試験に就きての考察,Ⅰ
-Ⅳ.農学研究21-25.
-- -,笠 原 安 夫.1933.不稔稲系統に出現せし枯死淡責苛に就きて. 農学
研究21.
,一 色 重 夫.1933.時形稲2種の出現並びに其の遺伝に就きて. 農学
研究20.
就きて.農学研究20.
--- --,笠 原 安 夫.1933.メロン崎形幼植物発生例 及び其の原因につきての
実験的研究.農学研究20.




近藤万太郎,一 色 重 夫.1934.採種地を異にせる籾種子の生産力試験. 農学 研
究23.
笠 原 安 夫.1942.諸種子の崎形義花及び崎形玄米を部分的に出現する稲2種に就
きて.農学研究34.









































--- - ,笠 原 安 夫.1934.採種に関する実験的研究,Ⅰ-Ⅱ.農学研究22.
----,-- ---.1934.莱,秦, 移及び近縁植物の頴の灰像の比較研究.
農学研究23.
一 色 重 夫,笠 原安 夫.1934.碗豆, 蚕豆のフォトぺリオヂズムに関する実験的
研究.農学研究24.
笠 原 安 夫,一 色重 夫.1934.蘭のフォトペリオヂズムに関する実験的研究,∫.
農学研究24.
一 色 重 夫,笠 原安 夫,寺 坂 櫓 視.1936.紫雲英のフォトペリオヂズムに関す
る実験的研究.農学研究26.
(追報).農学研究26.
--一 一 ,- - --.1936.蘭のフォトペリオヂズムに関する実験的研究,Ⅱ.
農学研究26.
岡 村 保,一 色 重 夫,笠 原安 夫.1936.麦のフォトべリオヂズムに関する実
験的研究.農学研究26.








近藤万太郎,高 橋 隆 平,寺 坂 伯 視.1938.小麦のヤロビゼーションに関する試
験.農学研究30.
-,笠 原 安 夫.1942-'43.薬剤による雑草の駆除試験,I-1Ⅲ.農学研
究33-35.
-- ,寺 坂 佑 視.1942.早害対策試験,Ⅰ.農学研究33.




笠 原 安 夫.1949-'51.2.41Dに依る耕地雑草の防除試験, Ⅰ-V.農学研究38
-40.
-- ---.1950.耕地雑草の発生に関する実験的研究,T.農学研究39.
定 金 章.1951.水稲の耐早に関する研究 (予報).農学研究39.






























2. 農 芸 化 学 部 業 績
i･ 土 壌 肥 料
大 杉 繁.1920.土壌の肥痔.農学講浜集 2.











板 野新 夫,松 浦 章.1929.干拓地の土地改良に及ぼす硫黄の効果に就いて.
農学研究13.
- ---- -,荒川左千代.1930.水田土壌に対して ウイノグラヅキ氏 アゾトバク
ター試験の応用 (予報).農学研究15.







---------,松 浦 章.1934.販売無機質肥料の物理的性質に就きて. 農学研
--一㌦,辻 康 彦.1934-'35.本邦土壌の沃素含量に就いて,I-Il.農学
研究24-25.






































宗 定 哲二.1924.酵素の化学的性状に就いて.農学研究 6.
板 野 新 夫.1926.土壌微生物の概要.農学研究 9.
荒川左千代.1928.土壌細菌研究法の概要.農学研究12.














- ------ , ----- ---.1933.新好気性繊維素分解菌 Cellvibriocalidan･sp･
に関する研究.農学研究20.





























































































iv. そ の 他
大 杉 繁.1918.動植物栄養上に於ける石灰問題.農学講演集 1.
- -----.1922.謬質化学大意.農学講演集 3.
---.1923.空中窒素の利用問題.農学講演集 5.
宗定 哲 ニ 1923.植物体内に存在する配糖体について.農学講演集 5.
板 野新 夫.1928.第1回万国土壌学会議に就いて.農学研究12.
----- --.1928.下水の処理と其の利用法に就いて.農学研究 12.
,松 浦 章.1932.塩素酸加里使用に依る除草法に就いて. 農学研究
18.
-,辻 康 彦.1934-'38.寒天に就いて,Ⅰ-Ⅳ.農学研究22-30.
, -- -.ユ936.茶中に含有される沃素に就いて.農学研究 26.














3. 植 物 病 理 部 業 績
i･一 般,分 類
笠井 幹夫.1922.植物の病害抵抗性に就きて.農学講演集3.
西 門 義 一.1923.植物病原菌の寄主体侵害法.農学講演集5.
笠 井 幹夫.1924-/26.視外生物に困る植物の疾病,Ⅰ-求.農学研究6-8.
西 門 義 一.1925.禾穀類の ｢-ルミントスポリウム｣病に就きて.農学研究7.
西 門 義 一,三 宅 忠 一.1926.玉萄黍の ｢-ルミントスポリウム｣病に 関する研
究.農学研究8.




- - - .1932.シュナレン･ヴィルチルを有する菌糸細胞の核行為に関する研
究,Ⅰ.農学研究19.
-- -----,平 田幸 治.1937.数種の植物病原菌の菌核の生存期間と環境 特に温
度及び水分との関係.農学研究28.
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西門 義 一,平 田幸 治,樋 口達 雄.1938.各種植物病原菌煩培養の生存期間と
温度との関係.農学研究29.
升 本 修 三.1947.土壌放射状菌の生理2,3に就きて.農学研究37.










------1 --- - .1926.StudiesontwoHelminthosporium diseasesof
















---- ,-- - ,Higuti,T.1938.Studiesonthetemperaturerelations
tothelongevityofpurecultureofvariousfungl,pathogenicto
plants.Ber.Oharalnst.8.
- - .1941.0ntheheterothalism ofphytopathogenicfungi.Ber.
Oharalnst.8.
i･薬剤,防除方法
西 門義 一,三 宅 忠 一.1927.穀類の薬指病に対する種子消毒剤としての ｢ウス
プルソ｣に関する研究.農学研究11.









ii･食 用 菌 類
西門義 一,山 内己酉.1935.シヒタケの性とその鋸屑培養に就いて. 農学研究
25.
--- ,- - .1935.マツタケ胞子の発芽とその菌糸の純粋培養に就い
て.農学研究25.
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,三 橋 健,中 山隆 夫.1942-'44.椎茸滑木の害菌図説, Ⅰ-Ⅱ.
農学研究34-36.



















iv･稲 の 病 害
西 門 義 一.1918.稲熱病菌に就いて.農学講演集 1.
.1920.稲胡麻葉枯病予防法としての籾種の温湯浸漬.農学講演集2.
一 ,三 宅 忠 一.1927.太平洋沿岸諸国に於ける稲胡麻葉枯病菌の比較研
究.農学研究10.
-----一 一,(松本弘義).1932.稲馬鹿苗病に関する研究,Ⅰ-1t.農学研究19.
一一- -,松 本 弘 義,山 内 己 酉.1933. 7ザ1)ウム属菌の生理的分化に閑す
る知見,Ⅰ→Ⅱ.農学研究20.
,--- - ,- -.1934.日印両国産相馬魔笛病菌の比較研究.
農学研究23.
- - ,-- - .1936.稲熱病に対する稲の耐病擢病に関する考察. 農学
研究26.
木 村 劫二.1937.変色籾と菌類との関係に就きて.農学研究28.






西 門 義 一,中 山隆 夫.1943.稲馬鹿苗病菌による徒長現象と土壌温度との関係.
農学研究35.
中 り_i隆 夫.1947.稲条斑病菌の発育及び胞子発芽と温度との関係.農学研究3/7.





























Ⅴ. 麦 の 病 害
西 門義 一,松 本 弘 義,山 内己 酉.1933.小麦の条斑病に関する研究. 農学研
究21.
- ,---- ,一 一一一- .1934.邦産穀類の赤徴病に関する研究,I.
農学研究24.
- -- ,平 田幸 治.1938.小麦赤徴病の一次発生防止法としての被害粒の比
重選.農学研究29.
- - ,樋 口達 雄.1938.小麦条斑病菌と其の瑛似菌との比較研究.農学研
究30.
- --- ,平 田幸 治,木 村 劫二.1933.麦類赤激病菌の子嚢形成に就いて.
農学研究30.
-一一- .中 山隆 夫.1944.赤徴病菌病原性の変異状況.農学研究36.
--- - ,山 内己 酉.1949.小麦百に対する赤徴病菌 GibberellaSaubineti
Sacc.の侵入方法に就いて.農学研究38.
----- ,高 橋 隆 平,日活 運 治.1949.大麦品種の耐病性に関する研究,Ⅰ.
農学研究38.






















松 本 弘 義,上 村 穣.1931.西瓜の貰割病に関する研究,Ⅰ.農学研究 17.





- 一-- ,中 山隆 夫,日活 運 治.1947.甘藷の貯蔵腐敗防止に関する研究,
Ⅰ.農学研究37.
- ----,日清 運 治,生 田 豊.1947.甘藷黒星病防除に関する研究.農学





















西 門 義 一,松 本 弘 義.1929.稔の新病害.黒斑病に関する研究予報.農学研究
13.
.1933.枚樹材質の青変に就いての研究予報.農学研究21.





,平 田幸 胤 - -- .1939.無花果の疫病に就いて.農学研究31.
,木 村 劫二 宮 脇 雪 夫.1939.マサキの褐紋病に就いて. 農学研究
31.
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西門 義 一,(木村 劫二,宮 脇 雪 夫).1939-'41.ボケの葉を侵害する褐斑病菌
他-菌に就いて,I-Tr.農学研究31-32.
-- ,一一-一一一一.1942.ギソモクセイの褐斑病に就いて.農学研究33.
























4. 昆 虫 部 葉 練
i. 果 樹 害 虫
春 川 忠 告.1918-'33.梨姫心境虫に就いて,Ⅰ-Ⅵ.農学講演集 1,特別報告3,
農学研究12-21.
------.1920.桃の穿葉虫 (えかきむし).農学講演集2.
- -- -,近 藤 三 郎.1927.梨姫心境虫に対する硫酸ニコチンの効果.農学研
究11.




















ii･ 稲 麦 作 害 虫
春 用 忠 舌.1930.｢はなひりのき｣の毒力に就きて.農学研究15.
.1931-'32.ユリミミズ駆除剤としての ｢-ナヒ1)ノキ｣の効果に就き
て,Ⅰ-Il.農学研究17-18.




熊 代 三 郎.1935.蛭に関する2,3の実験及び観察に就いて.農学研究25.
















ii.葦 菜 害 虫
春 用忠 吾,(近藤三郎,高戸竜一,熊代三郎).1930-'39.種蝿 (HJ,lemyiacili-
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cruraRondani)に就いて,Ⅰ-V.農学研究14-31.
熊 代 三 郎.1930.紋白蝶 PierisrapaeL.冬期中の経過に就きて.農学研究15･





iv･貯 穀 害 虫


















春 3日忠 告,(近藤三郎,熊代三郎).1929-'30.蘭菓蜂の研究,Iト IV.農学研究
- 86 -
13-16.






vl･ そ の 他
春 用 忠 膏.1922.害虫駆除剤に就きて.農学講演葉3.
.1924-'26.昆虫の生態に就いて,工--1江.農学研究6-8.
-.1927.生態学的見地より見たる日本の昆虫相.農学研究10.
近 藤 三 郎.1928.数種の販売殺虫剤試験報告.農学研究12.
て.農学研究13.



























佐 藤 二 郎.1948.わが国酪農の基礎条件,Ⅰ-ig.農学研究37-38.
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